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[image: D:\SakaiTom\Desktop\精密化.png]【最優秀賞】（シンボルマークに採用）

松本　里菜
大阪成蹊大学２年生

（制作意図）
「ふれあいに触れる愛」という発想から、人と人が寄り添いあって、愛のあるよりよい社会を作ろうということを目的にシンボルマークを制作しました。
ハートの形は、愛のある社会を表しています。
また、ふたりの表情や大きさを変えることで「世の中にはいろいろな人がいる」ということを表現しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【優秀賞】
[image: D:\SakaiTom\Desktop\シンボルマーク入選作品データ\２優秀賞①川野さん.jpg]　川野　芳紀
　グラフィックデザイナー
　
（制作意図）
両手人差し指を左右から合わせたサインは、「いっしょに」を
表す手話です。
障がいのある人もない人も、お互いに理解して、支え合いながら暮らせる社会を作るには、お互いが歩み寄ろうとする気持ちを持つことが大切だと考え、「いっしょに」の手話にハートの形を持たせました。


【優秀賞】
[image: D:\SakaiTom\Desktop\シンボルマーク入選作品データ\３優秀賞②駒野さん.png]　駒井　瞭
　グラフィックデザイナー

（制作意図）
障がいのある人もない人も、お互いに理解して、支え合いながら暮らせる社会づくりをモチーフとして「お」（全体）、「お」（全体）、「さ」（左部）、「か」（右部）の文字を組み合わせました。誰にでもよくわかり、広く愛され親しまれるようキャラクター的にデザインしました。
赤色は、大阪ふれあいキャンペーンに燦然と輝く希望の太陽とみなぎる活力を表現しています。

【優秀賞】
　芳村　憲一
[image: D:\SakaiTom\Desktop\シンボルマーク入選作品データ\４優秀賞③芳村さん.png]　大阪府立佐野工科高等学校教員

（制作意図）
障がいのある人とない人とのつながりを「ハートで作られた
アーチ」という形でデザインしました。
「ハート」は優しい心、「アーチ」は支え合いを表現し、
障がいのある人とない人との「架け橋」となってほしいと
いう願いも込めました。



[image: D:\SakaiTom\Desktop\シンボルマーク入選作品データ\５佳作①小松さん.png]【佳作】
　小松　史明
　初芝立命館高等学校１年生

（制作意図）
青色と赤色で出来た輪は障がいのある人（青色）と
障がいのない人（赤色）が両手で手を結んで、共に
生きている様子を表しています。
また、大阪（Ｏｓａｋａ）ということで、「Ｏ」も
イメージしました。



【佳作】
　大塚　真衣
[image: D:\SakaiTom\Desktop\シンボルマーク入選作品データ\６佳作③大塚さん.png]　大阪商業大学高等学校３年生

（制作意図）
障がいのある人とない人が支え合う世界を願って制作しました。
手をつなぎ向かい合い、支え合う姿をマークにしました。
その姿は、こころを通わせるイメージを込めてハートのシルエットにまとめました。






[image: D:\SakaiTom\Desktop\シンボルマーク入選作品データ\７佳作③深川さん.png]【佳作】
　深川　彩
　大阪府立佐野工科高等学校教員

（制作意図）
上の人が下の人を引っぱり上げ、下の人が上の人を
持ち上げる。
お互い支え合う様子をイメージしてシンボルマークを
制作しました。
そして、障がいのある人もない人も手と手を取り合い、
笑顔で暮らせる社会になることを願って、笑顔の表情に
しました。



[image: D:\SakaiTom\Desktop\シンボルマーク入選作品データ\８特別賞①長谷川さん.png]

【特別賞】
　長谷川　知美
　千早赤阪村立中学校１年生

（制作意図）
みんなが、つながるような絵。
障がいに負けないような笑顔で楽しそうな絵。
桜をイメージした絵。





[image: D:\SakaiTom\Desktop\シンボルマーク入選作品データ\９特別賞②白柳さん.png]【特別賞】
　白柳　志帆
　大阪府立堺上高等学校３年生

（制作意図）
容姿や性別は違っても、元をたどれば同じ人間です。
人にはそれぞれ得意・不得意があります。
それをお互いにカバーして、支え合って生きていこう
ということで、様々な年齢の男女の顔を組み合わせた
シンボルマークを制作しました。
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